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今
年
度
、
馬
込
第
二
小
学
校
の
六
年
生
は
、

馬
込
の
魅
力
を
探
し
て
皆
に
伝
え
る
た
め
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を
使
い
、
馬
込
の

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

学
級
の
中
で
、
話
し
合
い
で
す
。

毎
日
の
通
学
路
の
途
中
で
、
こ
こ
は
何
だ

ろ
う
と
気
に
な
っ
て
い
た
も
の
や
、
自
分
は

注
意
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
友
達
か
ら
言
わ

れ
て
気
が
つ
い
た
場
所
な
ど
が
次
々
と
、
話

し
合
う
中
で
出
て
き
ま
し
た
。
あ
げ
ら
れ
た

場
所
が
地
図
で
ど
こ
に
当
た
る
の
か
を
調
べ

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
候
補

が
絞
ら
れ
て
き
ま
す

九
月
の
半
ば
に
は
、
候
補
に
あ
が
っ
た
歴

史
的
な
建
物
や
碑
、
昔
か
ら
伝
わ
る
地
名
を

持
つ
場
所
な
ど
に
、
皆
で
行
っ
て
見
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
現
地
に
行
っ
て
見
る
と
、

よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
馬
込
な
の
に
、
思

い
が
け
な
い
も
の
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
て
、

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

次
に「
出
前
授
業
」
が
地
域
か
ら
の
講
師

を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
学
級
あ
る
六

年
生
は
、
地
域
情
報
紙「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」

編
集
委
員
と
合
同
の
授
業
を
体
育
館
で
行
い
、

郷
土
博
物
館
学
芸
員
の
方
と
は
学
級
ご
と
に

教
室
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
候
補

に
あ
が
っ
た
も
の
の
魅
力
を
伝
え
た
上
で
、

解
説
を
聞
き
、
皆
か
ら
の
質
問
も
重
ね
て
、

ま
と
め
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
を
集
め
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

地
域
の
魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
二
つ
の
チ
ー

ム
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
ふ
だ
ん
の
授
業
で
も
使
っ
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
撮
影
・
編
集
も

行
い
、
動
画
に
ま
と
め
る「
動
画
チ
ー
ム
」。

も
う
一
つ
は
、
見
た
人
が
実
際
に
行
き
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
見
出
し
や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
作
成
す
る

「
マ
ッ
プ
チ
ー
ム
」。

こ
の
二
つ
に
分
か
れ
て
、
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
、
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
も
の
が

マ
ッ
プ
に
採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
北
野
神
社

○
富
士
講
灯
籠

○
庚
申
塔（
一
つ
の
学
級
は
北
野
神
社
境
内

に
あ
る
笠
付
き
の
珍
し
い
も
の
を
、
も
う
一

つ
の
学
級
は
今
で
は
貴
重
な
、
道
路
の
脇
に

置
か
れ
た
も
の
を
採
り
上
げ
ま
し
た
。）

○
磨
墨
塚

○
大
倉
山
公
園

○
阿
部
正
弘
別
邸
跡

こ
こ
ま
で
は
二
学
級
と
も
共
通
の
も
の
。

次
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
で
の
も
の
で
す
。

○
右
近
坂　
　

○
臼
田
坂　
　

○
不
動
堂

○
山
王
熊
野
神
社（
学
区
外
で
す
が
、
馬
込

か
ら
新
井
宿
に
抜
け
る
途
中
に
あ
っ
て
、
馬

込
第
二
小
児
童
に
は
お
な
じ
み
の
も
の
。）

マ
ッ
プ
と
動
画
は
馬
込
第
二
小
の
児
童
に

公
開
さ
れ
、
大
田
区
教
育
委
員
会
か
ら
動
画

編
集
の
技
能
が
高
い
と
評
価
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
マ
ッ
プ
は
、
郷
土
博
物
館
と
大
田

区
馬
込
特
別
出
張
所
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
す
る
そ
う
で
す
。

馬
込
の
小
学
生
が
、
自
分
た
ち
の
力
で
、

郷
土
馬
込
の
魅
力
を
ま
と
め
上
げ
た
成
果
を

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
35
回
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り

４
月
６
日（
日
）12
時
～　

雨
天
決
行

会
場
＝
桜
並
木
通
り
、
桜
並
木
公
園

　

流
し
踊
り
、
阿
波
踊
り
、
模
擬
店
等

今
年
も
会
場
で
桜
ま
つ
り
俳
句
を
募
集
。

応
募
方
法
＝
当
日
10
時
～
15
時

　

桜
並
木
公
園
内
の
本
部
前
に
設
置
さ

れ
る
投
句
箱
へ
。
用
紙
は
自
由
。
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☎（３７７４）３３０１（代）
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〒１４３-００２７ 大田区中馬込３－２５－５
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馬込管内世帯人口数
（令和6年12月1日時点）

・世帯数　　31,858 

・人口（男）28,152

・人口（女）29,216

・人口（計）57,368

馬
込
第
二
小
学
校

　
　
　

　
　
　
魅
力
い
っ
ぱ
い
わ
が
ま
ち
マ
ッ
プ

魅
力
い
っ
ぱ
い
わ
が
ま
ち
マ
ッ
プ

ー
六
年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー

発見発見！！
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地
域
情
報
紙「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」を
読
ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
情
報
紙
は
、
地
域
に
関
す
る
生
活
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
情
報
を
通
し
て
、
人
々
の

連
帯
感
を
育
て
、
よ
り
深
く
愛
着
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
発
行
し
て

い
ま
す
。

創
刊
号
の
発
行
は
、
平
成
３
年
９
月
１
日
で
す
。
33
年
の
歳
月
が
流
れ
、
今
号
で
134
号

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
情
報
紙
の
で
き
る
ま
で
と
皆
様
の
所
に
届
く
ま
で
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
組
織
と
役
割
に
つ
い
て

・
実
行
委
員
会

発
行
の
主
体
は
地
域
力
推
進
馬
込
地
区
委
員
会
で
、
直
接
編
集
会
議
に
参
加
し
ま
せ
ん

が
、
実
行
委
員
会
と
し
て
、
情
報
紙
の
責
任
を
持
ち
、
発
行
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
公

正
・
公
明
な
記
事
に
す
る
た
め
の
助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
力
推
進
委
員
は
地
区

の
通
信
委
員
と
し
て
情
報
提
供
、
取
材
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
営
に
携
わ
る
機
関
で
、

年
一
回
会
合
を
開
き
地
域
情
報
紙
合
同
委
員
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
席
者
は
馬
込
地
区
の
連
合
会
長
、
連
合
副
会
長
、
編
集
委
員
で
す
。

こ
の
会
で
は
、
情
報
紙
の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
、
情
報
交
換
が
交
わ

さ
れ
ま
す
。

・
編
集
委
員

現
在
編
集
委
員
は
７
名
で
す
。

・
松
本　
　

堯（
北
野
町
会
）編
集
長

・
鈴
木
百
合
子（
宮
ノ
下
町
会
）

・
芳
野　

慎
一（
西
二
丁
目
町
会
）

・
今
井　

哲
男（
宮
ノ
下
町
会
）

・
薄
根　
　

幸（
南
馬
込
中
和
会
）　

・
内
藤
智
恵
子（
臼
田
坂
親
和
会
）

・
富
岡　

治
子（
馬
込
平
張
町
会
）

ま
た
事
務
局
と
し
て
馬
込
特
別
出
張
所
職
員
の
方
が
何
人
か
参
加
し
て
い
ま
す
。
芳
野

編
集
委
員
は
写
真
撮
影
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
は
、
馬
込
全
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
現
在
は
以
上
の

通
り
で
す
。

◎
情
報
紙
作
成
の
流
れ

・
編
集
会
議

わ
が
ま
ち
の
か
わ
ら
版

　
―
地
域
情
報
紙
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
が
で
き
る
ま
で
―

地
域
情
報
紙
「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」

令
和
６
年
度
の
進
行
記
録
と
予
定

【
132
号
】（
秋
号
）

６
月
３
日　

第
１
回
編
集
会
議

　

以
下
毎
週
２
～
５
回
編
集
会
議

［
６
月
24
日　

合
同
委
員
会
開
催
］

７
月
8
日　

第
６
回
最
終
編
集
会
議

７
月
10
日　

完
成
原
稿
を
実
行
委
員
に
送
付

印
刷
所（
福
祉
工
場
）
に
原
稿
持
ち
込
み

　
（
入
稿
）

７�

月
16
日　

初
校
出
、
印
刷
所
よ
り
受
け

取
り
、
初
校
校
正
会
議

７
月
17
日　

印
刷
所
に
初
校
戻
・
届

７
月
22
日　

二
校
校
正
会
議
・
戻

７
月
31
日　

最
終
校
出
・
校
正
の
終
了

８
月
１
～
14
日
印
刷（
福
祉
工
場
）

８
月
15
日　

完
成
、
受
取
に
行
く

８
月
16
日　

出
張
所
が
町
会
へ
配
送

９
月
１
日　

発
行

【
133
号
】（
冬
号
）

９
月
２
日　

第
１
回
編
集
会
議

　

以
下
毎
週
２
～
５
回
編
集
会
議

10
月
７
日　

第
６
回
最
終
編
集
会
議

10
月
９
日　

完
成
原
稿
を
実
行
委
員
に
送
付

　

印
刷
所
に
原
稿
持
ち
込
み（
入
稿
）

10�

月
９
日　

初
校
出
、
印
刷
所
よ
り
受
け

取
り
、 

初
校
校
正
会
議

10�

月
15
日　

印
刷
所
に
初
校
戻
・
届

10
月
21
日　

二
校
校
正
会
議
・
戻

10
月
31
日　

最
終
校
出
・
校
正
の
終
了

11
月
１
～
13
日
印
刷（
福
祉
工
場
）

11
月
14
日　

完
成
、
受
取
に
行
く

11
月
15
日　

出
張
所
が
町
会
へ
配
送

12
月
１
日　

 

発
行

【
134
号
】（
春
号
）

11
月
25
日　

第
１
回
編
集
会
議

平 成 ２８ 年 １２ 月 １ 日  （ 木 ）　　発 行　　 第１０２号

変
わ
り
行
く
わ
が
町
馬
込
に
も
、
古
く
か

ら
商
売
を
続
け
る
専
門
店
が
大
分
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
い
つ
ま
で
も
身
近
に
あ
っ
て
営
業

を
続
け
て
欲
し
い
３
軒
の
お
店
を
訪
れ
ま
し

た
。

☆
研と
ぎ

よ
し
刃
物
店

（
北
馬
込
２
―
３
―
３
）

新
馬
込
橋

を
荏
原
町
方

向
へ
進
み
、

「
荏
原
町
駅

入
口
」
交
差

点
の
手
前
左

側
三
軒
目
の

商
店
が
「
研

よ
し
刃
物
店
」

で
す
。

お
店
を
開

い
た
の
は
昭
和
25
年
頃
で
現
在
は
三
代
目
に

あ
た
る
梅
田
順
一
さ
ん
が
経
営
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
屋
号
の
「
研
よ
し
」
は
二
代
目
の

順
一
さ
ん
の
父
（
寿
夫
さ
ん
）
が
主
に
刃
物

の
研
ぎ
を
専
門
に
さ
れ
て
い
て
、
研
ぎ
が
良

か
っ
た
と
い
う
評
判
に
由
来
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

店
内
に
は
工
具
、
刃
物
な
ど
の
金
物
が
並

べ
ら
れ
、
そ
の
数
は
千
を
超
え
る
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
特
に
本
職
の
大
工
さ
ん
が
使

用
す
る
鋸
の
こ
ぎ
り、

鑿の
み

な
ど
の
刃
物
類
は
、
用
途
に

応
じ
て
サ
イ
ズ
、
形
な
ど
種
類
も
豊
富
で
す
。

新
馬
込
橋

を
荏
原
町
方

向
に
進
む
と
、

北

馬

込

の

「
馬
込
本
通

り
協
栄
会
」

と
い
う
商
店

街
の
中
ほ
ど

左
側
に
あ
る

幅
広
い
品
揃

え
の
本
屋
さ

ん
で
、
ご
主
人
は
二
代
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

現
在
は
お
子
さ
ん
た
ち
が
店
頭
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
本
屋
さ
ん
が
扱
っ
て
い
る
書
籍

雑
誌
や
コ
ミ
ッ
ク
、
学
習
参
考
書
な
ど
は
一

通
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
隔
週
発
売
の
、
城

の
本
、
時
代
劇
の
DVD
や
模
型
が
付
録
の
本
の

売
れ
行
き
が
と
て
も
い
い
そ
う
で
す
。
他
に

賞
を
と
っ
た
作
家
さ
ん
の
本
、
ド
ラ
マ
の
原

作
本
な
ど
が
よ
く
売
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

馬
込
に
あ
る
大
半
の
学
校
の
教
科
書
を
扱
っ

て
お
り
、
春
先
は
て
ん
て
こ
舞
い
と
伺
い
ま

し
た
。

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
本
屋
さ
ん
や
、

電
子
ブ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
画
面
で
読
む
本
な

ど
も
普
及
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
１
ペ
ー

ジ
ず
つ
め
く
る
紙
の
感
触
が
心
地
よ
い
と
い

う
方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

（
文
房
具
の
「
文
川
堂
」
さ
ん
は
、
ご
兄
弟

の
お
店
。）

☆
文
川
堂
（
文
房
具
店
）

（
北
馬
込
２
―
47
―
11
）

「
文
川
堂
」
さ
ん
は
、
北
馬
込
に
40
年
以

上
店
を
構
え
て
い
る
文
房
具
店
で
、
書
店
の

向
か
い
側
の
新
馬
込
橋
寄
り
に
あ
り
ま
す
。

店
主
の
松
村
茂
樹
さ
ん
が
昭
和
47
年
に
始
め

た
そ
う
で
す
が
、
当
時
と
比
べ
、
店
内
は
大

分
変
化
し
、
店
に
入
る
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商

刃
物
店
で

す
が
、
荒
物

も
扱
っ
て
い

て
、
ほ
う
き
、

ち
り
と
り
、

ブ
リ
キ
の
バ

ケ
ツ
な
ど
も

あ
り
、
日
常

雑
貨
も
取
り

揃
え
て
あ
り

ま
す
。

現
在
、
同
様
の
お
店
は
、
馬
込
で
は
「
研

よ
し
刃
物
店
」
１
軒
で
、
か
つ
て
の
城
南
地

域
に
は
80
軒
以
上
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今

で
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
出
現
や
ネ
ッ
ト
販

売
に
客
足
が
移
り
、
以
前
ほ
ど
の
売
れ
行
き

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
も
専
門
店
の
よ
さ
を
活
か
し
、
品

物
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
説
明
や
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
お
店
で
十
分
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
幅
広
い
固
定
客
も
健
在
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

店
頭
に
置
か
れ
て
い
る
荒
物
を
見
る
と
中

高
年
の
方
に
は
懐
か
し
さ
と
、
そ
れ
ら
を

使
っ
た
時
代
や
日
々
を
思
い
起
こ
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

☆
松
村
文ぶ
ん

川せ
ん

堂
（
書
店
）

（
北
馬
込
２
―
３
―
７
）

昭
和
25
年
に
営
業
を
始
め
、
今
の
場
所
に

移
転
し
会
社
組
織
に
な
っ
た
の
は
昭
和
39
年

だ
そ
う
で
す
。

馬
込
の
お
店
の
今い

ま
・
む
か
し昔

馬
込
に
一
軒
し
か
な
い
お
店

品
の
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

ノ
ー
ト
が
目
に
入
り
ま
す
。

以
前
は
文
具
類
の
実
用
品
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
次
第
に
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
、

印
刷
（
ポ
ス
タ
ー
、
名
刺
等
々
）
や
印
鑑
の

注
文
を
受
け
る
よ
う
に
変
化
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

文
具
類
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
さ

ら
に
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る
人
が
多
く
な
り
、

そ
れ
ら
だ
け
で
は
店
を
続
け
る
の
は
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

馬
込
に
は
数
軒
あ
っ
た
文
具
店
で
し
た
が
、

今
で
は
「
文
川
堂
」
さ
ん
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

取
材
中
も
何
人
か
の
お
客
が
出
入
り
し
、

文
具
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
対
応

さ
れ
て
い
た

笑
顔
の
松
村

さ
ん
の
姿
を

目
の
前
で
拝

見
し
た
時
、

長
く
こ
の
店

を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る

答
え
を
知
っ

た
思
い
が
し

ま
し
た
。

＝
俳
句
＝

　
　
　
　
　
千

秋
澄
み
て
紅
さ
す
小
指
老
二
人

荒
磯
の
崩
れ
る
先
に
雪
の
花

紙面Ⓐ



令 和 ７ 年 ３ 月 １ 日 （土）　　発 行　　 第１３４号

編
集
会
議
は
７
名
の
編
集
委
員
と
、馬
込
特
別
出
張
所
の
職
員
数
名
が
参
加
し
、行
い
ま
す
。

場
所
は
馬
込
特
別
出
張
所
で
、
原
則
と
し
て
週
１
回
約
２
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。（
発
行

ま
で
は
編
集
会
議
が
６
回
、
校
正
の
２
回
を
加
え
る
と
８
回（
８
週
連
続
）に
な
り
ま
す
）

会
議
の
主
な
も
の
は
、
テ
ー
マ
の
設
定
、
執
筆
者
の
割
り
振
り
、
原
稿
が
集
ま
る
と
内

容
の
検
討
、
そ
れ
を
元
に
割
付
、
構
成
を
話
し
合
い
ま
す
。

・
取
材
方
法
と
記
事
の
内
容

取
材
方
法
は
記
事
の
内
容
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
形
式
の
取
材
と

編
集
委
員
が
実
際
に
体
験
を
通
し
て
記
事
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
形
式
で
は
、『
馬
込
の
お
店
の
今
昔
』（
紙
面
Ⓐ
）、『
大
田
区
大
使
に

聞
く
』な
ど
の
記
事
で
す
。

実
体
験
を
通
し
た
記
事
で
は
、
実
地
踏
査
の
、『
散
歩
道
シ
リ
ー
ズ
』や
内
川
を
扱
っ
た

『
幻
の
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
』な
ど
で
す
。

ま
た
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
編
集
委
員
全
員
が
、
手
分
け
を
し
、
取
材
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。『
馬
込
の
狛
犬
散
歩
』（
紙
面
Ⓑ
）『
馬
込
の
公
衆
ト
イ
レ
』（
紙
面
Ⓒ
）『
馬
込
い
ろ
は

か
る
た
』な
ど
で
す
。

情
報
が
他
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
、『
高
尾
山
に
残
る
馬
込
の
名
を
訪
ね
て
』（
紙

面
Ⓓ
）の
記
事
は
馬
込
在
住
の
方
か
ら
の
一
報
で
し
た
。
早
速
編
集
委
員
が
現
地
に
赴
き

記
事
に
し
ま
し
た
。

編
集
会
議
の
中
で
は
、
生
活
に
密
着
し
た
話
題
も
多
く
な
り
ま
す
。

記
事
の
中
で
比
較
的
多
い
の
は
編
集
委
員
が
、
日
常
生
活
の
中
で
、
感
じ
た
こ
と
、
目

に
つ
い
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
元
に
し
た
生
活
関
連
の
記
事
で
す
。

突
然
の
災
害
を
想
定
し
た
話
題
か
ら
、『
付
け
ま
し
た
か「
住
宅
用
火
災
報
知
器
」』『
馬

込
の
公
衆
ト
イ
レ
』『
公
衆
電
話
』『
AED
の
設
置
』な
ど
の
記
事
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

地
域
の
公
園
に
あ
る
ト
イ
レ
の
数
や
、
形
態
を
調
べ
、
機
能
性
を
も
つ
ト
イ
レ
に
納
得

し
、
意
外
に
少
な
く
な
っ
た
公
衆
電
話
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。　

毎
年
６
月
に
発
行
さ
れ
る
情
報
紙
は（
平
成
18
年
か
ら
）『
馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り
』

の
際
に
詠
ま
れ
た
俳
句
の
入
選
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
は『
馬
込
情
報
』と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

地
域
に
あ
る
公
共
施
設
や
、
自
治
会
、
町
会
が
行
う
独
自
の
催
し
物
、
行
事
を
、
取
材
し
、

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
功
労
者
表
彰
の
紹
介
、
特
殊
詐
欺
撲
滅
関
連
の
記
事

な
ど
随
時
掲
載
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

◎
印
刷
依
頼　

完
成
ま
で
は
何
回
か
校
正
作
業
の
や
り
取
り
が
あ
り
ま
す
。
校
正
が
終
わ
る
と
印
刷
に

な
り
ま
す
。
印
刷
は
大
田
福
祉
工
場
に
依
頼
し
、
連
絡
は
出
張
所
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

◎
部
数
と
配
布

発
行
は
、
年
４
回（
３
・
６
・
９
・
12
月
）で
、
１
回
の
発
行
部
数
は
二
万
五
千
百
五
十
部

で
す
。
配
布
先
は
馬
込
地
区
の
自
治
会
、
町
会
が
主
で
、
自
治
会
、
町
会
に
は
戸
別
配
布
の

準
備
や
配
布
で
ご
苦
労
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
込
地
区
内
の
学
校
や
大
田
区
公
共

施
設
な
ど
に
も
届
け
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら
の
課
題

こ
の
伝
統
あ
る
情
報
紙
も
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
版
型
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
問
題
で
す
。
現
在
、「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」通
常
号
は
B

４
判
の
表
裏
２
ペ
ー
ジ
１
色
印
刷
で
す
が
、
最
近
の
印
刷
物
は
A
４
判
が
標
準
と
な
り
、

町
会
へ
の
配
送
な
ど
で
他
の
物
と
不
揃
い
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
A
４
に
す
る
と
現
在

の
B
４
サ
イ
ズ
よ
り
小
さ
く
な
る
た
め
、
文
字
の
寸
法
を
小
さ
く
す
る
か
、
内
容
を
減
ら

す
か
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

レ
イ
ア
ウ
ト
も
現
在
の
も
の
は
、
松
本
勇
初
代
編
集
長
の
、「
PTA
の
広
報
紙
を
作
っ
た
経

験
の
あ
る
方
な
ら
あ
り
が
た
い
が
、
町
会
の
方
、
主
婦
の
方
、
ど
な
た
が
参
加
さ
れ
て
も

編
集
が
出
来
る
よ
う
、
な
る
べ
く
簡
単
に
し
た
い
」と
の
編
集
方
針
で
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
読
者
の
方
か
ら
、「
も
っ
と
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
た
ら
ど
う
か
」と
の
お
声
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
最
大
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
編
集
委
員
の
増
員
で
す
。
無
報
酬
で
す
が
、
興
味

の
あ
る
方
、
経
験
を
問
い
ま
せ
ん
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
毎
週
２
～
５
回
編
集
会
議

令
和
７
年
１
月
６
日　

第
６
回
最
終
編
集

会
議

１
月
８
日　

完
成
原
稿
を
実
行
委
員
に
送
付

　

印
刷
所
に
原
稿
持
ち
込
み（
入
稿
）

１�

月
14
日　

初
校
出
、
印
刷
所
よ
り
受
け

取
り
、
初
校
校
正
会
議

１�

月
15
日　

印
刷
所
に
初
校
戻
・
届

１
月
20
日　

二
校
校
正
会
議
・
戻

１
月
27
日　

最
終
校
出
・
校
正
の
終
了

２
月
１
～
12
日
印
刷（
福
祉
工
場
）

２
月
13
日　

完
成
、
受
取
に
行
く

２
月
14
日　

出
張
所
が
町
会
へ
配
送

３
月
１
日　

発
行

【
135
号
】（
夏
号
）

３
月
３
日　

第
１
回
編
集
会
議

　

以
下
毎
週
２
～
５
回
編
集
会
議

４
月
７
日　

第
６
回
最
終
編
集
会
議

４
月
９
日　

完
成
原
稿
を
実
行
委
員
に
送
付

　

印
刷
所
に
原
稿
持
ち
込
み（
入
稿
）

４�

月
14
日　

初
校
出
、
印
刷
所
よ
り
受
け

取
り
、
初
校
校
正
会
議

４�

月
16
日　

印
刷
所
に
初
校
戻
・
届

４
月
21
日　

二
校
校
正
会
議
・
戻

４
月
30
日　

最
終
校
出
・
校
正
の
終
了

５
月
１
～
15
日
印
刷（
福
祉
工
場
）

５
月
15
日　

完
成
、
受
取
に
行
く

５
月
16
日　

出
張
所
が
町
会
へ
配
送

６
月
１
日　

発
行

６
月
中
～
下
旬
に
、
令
和
７
年
度
合
同
委

員
会
開
催
の
予
定

平 成 ２９ 年 ９ 月 １ 日  （ 金 ）　　発 行　　 第１０５号

　神
社
の
社
頭
や
社
殿
の
前
に
は
一
対
の
狛

犬
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
犬
に
似
た
獣
け
も
の

の
像

で
す
。
元
々
は
ラ
イ
オ
ン
の
像
で
魔
よ
け
の

力
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　形
や
姿
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
様
々

な
も
の
が
存
在
し
ま
す
が
、
似
た
も
の
が

あ
っ
て
も
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
狛
犬

に
は
口
を
開
け
た
「
阿あ

形け
い

」
と
閉
じ
た
「
吽う

ん

形
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
六
つ

の
神
社
の
狛
犬
を
調
べ
、
そ
の
個
性
あ
る
姿

を
紹
介
し
ま
す
。
散
歩
す
る
道
筋
に
馬
込
の

神
社
が
あ
り
ま
し
た
ら
そ
の
姿
に
接
し
て
み

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
が
。

八
幡
神
社
（
南
馬
込
５
│

２
│
11
）

　馬
込
村
の
鎮
守
で
あ
る
八
幡
神
社
の
狛
犬

は
参
道
を
挟
む
よ
う
に
し
て
左
右
に
置
か
れ
、

い
ず
れ
も
子
を
抱
い
て
い
る
「
子こ

抱だ
き

の
阿あ

像ぞ
う

」

で
す
。
奉
納
年
代
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
で
、

社
殿
に
向
か
っ
て
左
側
の
台
座
に
は
、
中
丸
、

平
張
、
根
古
谷
、
な
ど
寄
進
者
の
地
名
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
狛
犬
の
髪
の
毛
に
特
徴
が
あ

り
、
左
の
狛
犬
は
波
型
で
、
右
は
波
型
の
中
に

渦
巻
き
模
様
が
見
ら
れ
ま
す
。

納
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

湯
殿
神
社
（
南
馬
込
５
│
18
│
７
）

　大
田
区
立
郷
土
博
物
館
前
の
坂
道
を
下
り
、

十
字
路
を
越
え
た
右
側
に
細
い
参
道
が
あ
り

ま
す
。
大
木
に
囲
ま
れ
た
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

さ
ら
に
進
ん
だ
急
な
階
段
を
登
る
と
狛
犬
が

あ
り
ま
す
。
左
の
像
は
鞠
を
前
足
で
押
さ
え

て
い
ま
す
。
台
座
正
面
に
は
「
献
」
の
旧
字

が
刻
ま
れ
、
裏
に
は
「
大
正
千
年
（
十
年
の

こ
と
）
四
月
」
と
あ
り
、
右
の
像
は
子
を
抱

い
て
い
ま
す
。
台
座
正
面
は
「
奉
」
の
字
、

裏
に
は
「
當
村

　野
村
錫
吉
」
と
あ
り
ま
す
。

熊
野
神
社
（
南
馬
込
４
│
13
│
24
）

　桜
並
木
公
園
の
正
面
に
向
か
っ
て
右
側
の

坂
を
登
っ
て
い
く
と
途
中
左
側
に
急
な
石
段

が
あ
り
ま
す
。
石
段
を
登
り
、
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
突
き
当
た
り
に
社
殿
と
そ
の
前
に
一
対

の
狛
犬
が
見
え
ま
す
。
右
側
の
狛
犬
は
子
を

抱
え
て
い
ま
す
。

天
祖
神
社
（
北
馬
込
２
│
28
│
13
）

　荏
原
町
駅
前
か
ら
大
森
駅
行
き「
三
本
松
」

バ
ス
停
の
そ
ば
、
三
本
松
交
番
の
す
ぐ
裏
側

に
あ
り
ま
す
。
社
殿
の
後
ろ
に
は
古
墳
と
い

わ
れ
る
塚
が
あ
り
、
北き
た

久く

保ぼ

・
松ま

つ

原ば
ら

・
堂ど

う

寺で
ら

の
谷や

戸と

の
お
宮
で
し
た
。

　鳥
居
を
く
ぐ
る
と
一
対
の
狛
犬
が
あ
り
ま

す
。
右
側
の
狛
犬
は
口
を
開
け
て
子
を
抱
き
、

左
側
の
も
の
は
口
を
閉
じ
て
鞠ま
り

を
抱
い
て
い

ま
す
。
台
石
に
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念

　昭

和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
八
月
」
に
「
渡
邊
氏
・

家
主
一
同
」
の
奉
納
と
あ
り
ま
す
。

神
明
社
（
南
馬
込
１
│
40
│
11
）

　境
内
に
「
瑞
穂
幼
稚
園
」
が
あ
り
ま
す
。

鳥
居
と
狛
犬
は
お
宮
の
東
側
の
正
面
階
段
下

「
し
ん
め
い
児
童
遊
園
」
の
隣
に
あ
り
ま
す
。

　左
の
狛
犬
は
足
の
間
に
花
の
枝
の
よ
う
な

も
の
を
抱
き
、
右
の
狛
犬
は
子
を
抱
い
て
い

ま
す
。

　狛
犬
の
台
石
に
「
久
保
谷
氏
子
中
」
に
よ

り
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
に
奉

　右
の
台
石
の
正
面
に
は
奉
、
同
じ
く
左
に

は
献
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
明
治

十
六
年
（
一
八
八
三
）
九
月
吉
日
に
「
若
者

氏
子
中
」
が
奉
納
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　社
殿
の
向こ
う
は
い拝
柱
に
は
見
事
な
装
飾
彫
刻
が

施ほ
ど
こさ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
彫
刻
と
狛
犬
が

同
じ
貌か
お

を
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

北
野
神
社
（
南
馬
込
２
│
26
│
14
）

　環
七
通
り
か
ら
南
馬
込
交
番
方
面
へ
の
坂

道
の
左
側
に
あ
り
、「
馬
込
幼
稚
園
」
と
向

か
い
合
っ
て
い
ま
す
。

　狛
犬
は
鳥
居
の
奥
、
拝
殿
の
前
に
あ
り
、
左

右
の
狛
犬
と
も
子
を
抱
い
て
、
右
側
の
も
の
は

お
乳
を
飲
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　台
石
の
文
字
が
一
部
剥
落
し
て
い
ま
す
が
、

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
九
月
に
奉
納
し
た

と
あ
り
ま
す
。
熊
野
神
社
同
様
、
拝
殿
の
柱

に
狛
犬
の
よ
う
な
彫
刻
が
見
ら
れ
ま
す
。

神
様
に
仕
え
る

動
物
を
め
ぐ
る

馬
込
の
狛こ

ま
い
ぬ犬
さ
ん
ぽ

八幡神社の狛犬

天祖神社の狛犬

神明社の狛犬湯殿神社の狛犬

熊野神社の狛犬北野神社の狛犬

◎
敬
老
の
日
の
報
告

　馬
込
特
別
出
張
所
管
内
の
88
歳
（
米

寿
）
お
よ
び
百
歳
以
上
の
方
に
、
大
田

区
、
大
田
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お

祝
い
が
あ
り
ま
し
た
。
88
歳
の
方
は
男

性
54
名
、
女
性
１
１
９
名
、
百
歳
以
上

の
方
は
男
性
２
名
、
女
性
24
名
で
し
た
。

１
９
９
名
の
皆
様
を
、
特
別
出
張
所
長
、

民
生
委
員
が
訪
問
し
、
お
祝
い
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。

◎
龍
子
記
念
館

●
名
作
展
「
物
語
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」

　９
月
13
日
～
12
月
18
日

●�

名
作
展
「
崇
高
へ
の
ま
な
ざ
し
―
龍

子
の
自
然
讃
美
―
」

　１
月
４
日
～
４
月
12
日
（
予
定
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館

●
か
な
の
美
展
「
芸
術
と
し
て
の
書
」

　９
月
13
日
～
12
月
21
日

●「
線
の
質
感
―
恒
子
の
「
し
」
―
」

　１
月
４
日
～
４
月
12
日
（
予
定
）
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　東
京
都
の
西
部
に
あ
る
高
尾
山
は
、

日
帰
り
で
楽
し
め
る
山
と
し
て
お
な
じ

み
の
観
光
地
で
す
。
学
校
の
遠
足
で
も

訪
れ
る
こ
と
の
多
い
場
所
で
す
。
山
頂

近
く
に
あ
る
薬や
く
お
う
い
ん

王
院
は
、
昔
か
ら
山や
ま
ぶ
し伏

な
ど
の
修
験
者
が
修
行
を
す
る
場
所
と

し
て
も
有
名
な
所
で
し
た
。

　薬
王
院
は「
高
尾
山
薬
王
院
有ゆ
う

喜き

寺じ

」

と
い
う
真
言
宗
の
お
寺
で
、
今
か
ら
約

千
二
百
年
前
の
平
安
時
代
に
開
か
れ
た

と
い
い
ま
す
。
不
動
明
王
の
化
身
「
飯

縄
大
権
現
」
を
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。

　馬
込
村
の
時
代
か
ら
、
飯
縄
大
権
現

を
信
仰
す
る
人
た
ち
が
講
を
つ
く
っ
て

参
詣
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　高
尾
山
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
「
高
尾

山
駅
」
を
降
り
て
二
十
分
ほ
ど
歩
く
と
、

杉
の
苗
木
の
奉
納
寄
進
板
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
参
道
を
抜
け
て
、
山
門
に
至
り
ま

す
。
そ
の
山
門
前
に
「
馬
込
元
講
」
の

名
の
入
っ
た
一
対
の
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。

　灯
籠
の
寄
進
年
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
右
側
の
灯
籠
に
は
、「
総
代

　髙
城

正
次
・
落
合
元
一
・
峰
尾
熊
太
郎
・
島

田
太
四
郎
」「
四
代
目
先せ
ん
だ
つ達

　加
藤
長

蔵
、
五
代
目
先
達

　加
藤
梅
太
郎
、
六

代
目
先
達

　加
藤
義
晴
、
大
講
元

　加

賀
見
新
吉
」
と
、
総
代
・
先
達
・
講
元

の
名
が
あ
り
、そ
の
下
の
段
に
は
、大
井
・

蒲
田
・
羽
田
な
ど
の
他
地
区
と
並
ん
で
、

「
馬
込
」
と
し
て
二
十
八
名
の
人
た
ち
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
左
側
の
灯
籠

に
も
同
じ
く
「
馬
込
」
の
十
二
名
の
名

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　山
門
の
右
側
に
は
、
多
く
の
高
尾
山

講
の
碑
や
石
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
央
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
、

「
武
蔵
國
東
京
府
下
荏
原
郡
」
の
「
馬

込
元
講
社
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
碑

に
は
「
明
治
二
十
一
年
九
月
」
の
日
付

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
に
は
、

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
死
去
し

た
馬
込
村
の
平
林
重
郎
左
ヱ
門
が
馬
込

元
講
の
発
起
人
・
先
達
で
あ
っ
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　享
保
年
間
と
い
え
ば
、
徳
川
第
八
代

将
軍
吉
宗
の
時
代
で
す
。
こ
の
こ
ろ
に

発
足
し
た
馬
込
の
高
尾
山
講
は
、
他
の

地
区
に
も
そ
の
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
、

昭
和
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

し
た
。
馬
込
が
当
時
か
ら
豊
か
な
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
取
材
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
南
馬
込
三
丁
目
の
加
藤
誠
太
郎
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
「
高
尾
山
に
馬
込

の
名
の
入
っ
た
灯
籠
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
い
う
情
報
で
し
た
。
江
戸
時
代
、
馬

込
の
名
主
で
あ
っ
た
加
藤
家
に
は
、
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
付
の
馬
込

高
尾
山
講
に
関
す
る
文
書
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　新
し
い
年
の
初
詣
に
、
ち
ょ
っ
と
足

を
伸
ば
し
て
、
馬
込
の
名
前
を
探
し
な

が
ら
の
高
尾
山
参
詣
は
い
か
が
で
す
か
。

―
高
尾
山
馬
込
元
講
の
灯と
う
ろ
う籠
と
石
碑
―

高
尾
山
に
残
る

　「
馬
込
」の
名
を
訪
ね
て

◎
郷
土
博
物
館

●
大
森
麦
わ
ら
張
り
細
工
体
験
教
室

　12
月
７
日

　13
時
～
16
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
博
物
館
へ

　２
月
12
日

　10
時
～
11
時
30
分

●
大
森
麦
わ
ら
編
み
細
工
体
験
教
室

　３
月
１
日

　13
時
～
16
時
30
分

（
体
験
教
室
は
中
学
生
以
上
）

　馬
込
の
ま
ち
の
中
の
お
店
は
、
私
た
ち

に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
が
、
最
近

の
経
済
情
勢
で
は
経
営
も
大
変
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」で
は
、

馬
込
の
お
店
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

　今
号
で
は
、
馬
込
の
和
菓
子
屋
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。
ど
の
お
店
に
も
自
家
製
造

の
お
菓
子
が
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
並
び
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
三

河
屋
米
菓
店
で
す
が
、
後
継
者
難
か
ら
そ

ろ
そ
ろ
店
じ
ま
い
を
考
え
て
い
る
と
も
伺

い
ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
す
。

　台
風
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
編
集
委
員
の

メ
ン
バ
ー
で
高
尾
山
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

高
尾
山
に
馬
込
の
名
前
の
入
っ
た
灯
籠
が

あ
る
と
聞
き
、
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
ま
と
め
た
の
が
今
号
の
記
事
で
す
。
馬

込
の
歴
史
の
中
で
あ
ち
こ
ち
に
残
る
足
跡

の
、
ほ
ん
の
一
端
を
か
い
ま
見
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　灯
籠
に
き
ざ
ま
れ
た
四
十
名
の
馬
込
の

人
び
と
の
お
名
前
の
中
で
、
心
当
た
り
の

あ
る
方
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
祖
父

に
あ
た
り
ま
す
」
と
の
お
答
え
で
し
た
。

そ
う
す
る
と
灯
籠
の
寄
進
年
は
大
正
末
か

ら
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
　
　＝
俳

　句
＝

　
　
　
　
　千

正
座
し
て
糸
目
の
と
ほ
る
冬
の
朝

遠
山
の
雲
の
流
れ
や
冬
茜

　
　
　＝
川

　柳
＝

　
　
　南
馬
込
二
丁
目

　山
本
幸
雄

良い

い
じ
ゃ
な
い

　
　駄
目
よ
駄
目
駄
目
ド
ラ
ッ
グ
は

初
は
つ
も
う
で詣

寺
の
石
段
見
て
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ躇
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本
紙
で
は
馬
込
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
過

去
２
回
（
公
衆
電
話
、
郵
便
ポ
ス
ト
）
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
公
衆
ト
イ
レ
を
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

だ
れ
に
で
も
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

外
出
時
や
散
歩
途
中
で
ト
イ
レ
を
使
用
し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

と
っ
さ
の
場
合
公
園
を
探
し
た
り
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
駆

け
込
ん
だ
り
し
て
用
を
た
し
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ト
イ
レ
と
い
う

必
要
不
可
欠
な
施
設
を
わ
た
し
た
ち
は
、
日

常
生
活
の
中
で
意
識
的
に
考
え
た
こ
と
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」
の
編
集
委

員
会
で
は
、
馬
込
に
は
現
在
ど
の
程
度
公
衆

ト
イ
レ
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
は
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
、

ト
イ
レ
の
形
態
、
男
女
別
の
有
無
、
車
椅
子

対
応
の
ト
イ
レ
等
が
対
象
で
す
。

公
園
を
調
べ
ま
し
た
。

地
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
馬
込
（
境
界
近

く
を
含
む
）
の
ト
イ
レ
の
設
置
数
は
37
で
す
。

（
ト
イ
レ
の
な
い
公
園
も
あ
り
ま
す
）

ト
イ
レ
の
建
物
は
、
円
筒
形
や
箱
形
に
分

使
用
す
る
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば

だ
れ
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
公
共
施

設
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
は
各
種
の
区
の
施
設

や
大
型
の
商
業
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
馬
込
に
は
区
で
管
理
し
て
い
る
馬
込
駅

の
環
状
７
号
線
側
の
駐
輪
場
わ
き
に
公
衆
ト

イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　馬
込
の
公
衆
ト
イ
レ

一番多い円筒形トイレ(二本木公園)

まごめばし児童公園（真ん中に車椅子対応）

桜並木公園（男女ともに複数あります）北馬込わくわく公園（真ん中に車椅子対応） 大倉山公園（左が洋式、右が和式）

●男女共用トイレ　　□男女別。車椅子対応トイレ付

け
ら
れ
ま
す
。
ト
イ
レ
の
形
は
ど
ち
ら
も
大

半
が
和
式
で
円
筒
形
の
建
物
は
男
女
共
用
で

す
。
箱
形
の
建
物
の
中
に
あ
る
ト
イ
レ
は
男

子
用
、
女
子
用
の
区
別
が
あ
り
、
並
び
方
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
男
子
用
、
女
子
用
に

分
か
れ
、
そ
の
隣
に
車
椅
子
対
応
の
ト
イ
レ

が
並
ん
で
い
る
も
の
や
、
真
ん
中
に
車
椅
子

対
応
の
ト
イ
レ
が
置
か
れ
左
右
に
男
子
用
、

女
子
用
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

調
査
し
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

車
椅
子
対
応
の
施
設
が
少
な
い
こ
と
や
、
体

の
不
自
由
な
方
、
高
齢
者
の
た
め
に
、
も
う

少
し
便
器
の
身
近
な
場
所
に
手
す
り
等
の
設

備
や
腰
か
け
ら
れ
る
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
使
用

し
易
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

公
衆
ト
イ
レ
は
多
く
の
人
が
使
い
ま
す
。

紙面Ⓒ
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て
い
ま
す
。
青
果
市
場
へ
出
荷
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
西
馬
込
の
農
協（
Ｊ
Ａ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
店
前
）に
直
売
用
の
物
を
届
け
て

い
ま
す
。

以
前
は
農
家
と
し
て
家
族
全
員
で
農
作

業
に
取
り
組
み
、
朝
早
く
に
収
穫
し
た
作

物
を
市
場
ま
で
、
昔
は
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん

で
い
た
と
の
こ
と
。
馬
込
の
市
場
は
、
現

在
立
て
替
え
工
事
中
の
、
ス
ー
パ
ー
文
化

堂
の
所
に
あ
り
ま
し
た
。

馬
込
の
小
松
菜
は
評
判
が
よ
く
、
年
末

に
な
る
と
高
値
と
な
る
築
地
市
場
ま
で
馬

込
か
ら
運
ん
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。
馬
込

特
産
の「
半
白
胡
瓜
」や「
三
寸
人
参
」も

作
っ
て
い
て
、
虫
の
つ
き
や
す
い
人
参
に

は
当
時
は
強
い
農
薬
を
使
っ
て
い
た
た
め
、

畑
に
赤
い
旗
を
立
て
て
近
づ
か
な
い
よ
う

知
ら
せ
た
り
す
る
苦
労
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

中
馬
込
の
波
田
野
惇
さ
ん
も
、
現
在
約

２
５
０
坪
ほ
ど
の
畑
に
、
季
節
に
応
じ
て

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
根
、

な
す
、
半
白
胡
瓜
、
人
参
、
ト
マ
ト
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今

か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
大
田
市
場
ま

で
、
大
田
市
場
の
出
来
る
前
は
蒲
田
ま
で

持
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
波

田
野
年
成
さ
ん
や
城
下
さ
ん
た
ち
も
市
場

に
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
朝
五
時
に
大

田
市
場
に
持
っ
て
行
き
、
帰
宅
は
六
時
半

ご
ろ
で
そ
れ
か
ら
朝
食
で
し
た
。

夏
に
も
冬
に
も
収
穫
出
来
て
作
り
や
す

い
小
松
菜
を
主
な
野
菜
と
し
て
、
一
年
を

通
し
て
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
松
菜
に

も
沢
山
の
種
類
が
あ
っ
て
、
虫
の
付
き
に

の
長
遠
寺
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
ま
す
ま
す
巧
妙
さ
を
増
す
特
殊
詐
欺
。

馬
込
地
区
か
ら
も
大
き
な
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
漫
才
コ
ン
ビ
の
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
の
お
二
人
が
巧
妙
な
語
り
口
で

掛
け
合
い
を
始
め
る
と
、
会
場
は
大
爆
笑

で
し
た
。
ま
た
、
〇
×
ク
イ
ズ
な
ど
も
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
手
口
や
防
止
策
を
学
び

ま
し
た
。

◎
浅
草
線
馬
込
車
両
基
地
の
公
開

昨
年
11
月
30
日
に
東
京
都
交
通
局
馬
込

車
両
基
地（
南
馬
込
6-38-1
）で「
都
営
フ
ェ
ス

タ
2024 

in 

浅
草
線
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
2004
年
か
ら
一
年
お
き

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の

数
年
は
開
催
が
見
送
ら
れ
5
年
ぶ
り
の
一

般
公
開
と
な
り
ま
し
た
。（
2022
年
の
開
催

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
抽
選
入
場
）当

日
10
時
開
門
の
前
に
す
で
に
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。

中
で
は
列
に
並
べ
ば
体
験
で
き
る
車
両

洗
浄
体
験
や
車
両
撮
影
会
。
あ
ら
か
じ
め

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
ん
で
抽
選

で
体
験
で
き
る
運
転
台
見
学
な
ど
大
盛
況

で
し
た
。
他
に
相
互
乗
り
入
れ
を
し
て
い

る
京
急
や
京
成
、
都
営
バ
ス
の
グ
ッ
ズ
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
人
垣
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
次
回
は
2026
年
の
秋
に
開
催
の
予
定

で
す
。

◎
龍
子
記
念
館（
TEL 

3772
‐
0680
）

●
名
作
展「
川
端
龍
子
の
描
き
出
し
た
世

界 

生
誕
140
年
を
迎
え
て
」令
和
７
年
３
月

29
日（
土
）
～
６
月
22
日（
日
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館（
TEL 

3773
‐
0123
）

●
か
な
の
美
展「
熊
谷
恒
子
が
た
ど
る
近

代
短
歌 

正
岡
子
規
や
長
塚
節
を
通
じ
て
」

令
和
６
年
12
月
21
日（
土
）
～
令
和
７
年

４
月
６
日（
日
）

◎
馬
込
図
書
館（
TEL 

3775
‐
5401
）

●
馬
込
文
士
村
教
養
講
座「
馬
込
の
文
士
・

画
家
が
見
た
大
森
」３
月
22
日（
土
）13
時

半
～
15
時
半
。
要
申
込

●
第
10
回
馬
込
文
士
村
資
料
展「
馬
込
文

士
村
の
詩
人
た
ち
」３
月
22
日（
土
）
～

25
日（
火
）

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
４
月
23

日（
水
）
～
５
月
12
日（
月
）

◎
郷
土
博
物
館（
TEL 

3777
‐
1070
）

●
企
画
展「
博
物
館　

ま
な
び
の
広
場
展

―
三
団
体
の
活
動
と
学
習
の
成
果（
み
の

り
）
―
」1
月
21
日
～
3
月
23
日

　

三
月
に
な
り
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
る
と
、
大
桜
ま
つ
り
も
す
ぐ
で
す
。

今
年
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も「
わ
が
ま

ち
ま
ご
め
」で
は
馬
込
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
つ
い
忘
れ
が

ち
の
農
業
で
す
が
、
か
つ
て
は「
農
は
国

の
基
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
基
幹
産
業
で

し
た
。
昨
年
夏
ご
ろ
に
起
き
た「
米
不
足
」

は
、
私
た
ち
に
現
代
日
本
の
食
糧
問
題
が

突
き
つ
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
も
目
を
向

け
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
馬
込
は
都
市
近
郊
の
農

村
と
し
て
、
大
都
市
江
戸
ー
東
京
の
住
民

の
食
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
時
代
と
と
も

に
馬
込
も
都
市
の
一
部
と
な
っ
て
、
多
く

の
林
と
畑
は
消
え
、
住
宅
地
に
変
わ
り
ま

し
た
が
、
今
も
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
馬
込
の
農
業
の

現
在
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

南
馬
込
の
城
下
君
子
さ
ん
は
、
今
も
ご

自
宅
近
く
の
畑
で
、
季
節
の
野
菜
を
作
っ

く
い
も
の
や
気
候
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
試
し
な
が
ら
種
を
買
い

求
め
、
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
冬
は
、
寒

さ
対
策
に
霜
除
け
の
笹
を
畑
に
立
て
て
い

た
そ
う
で
す
。

今
作
っ
て
い
る
季
節
毎
の
野
菜
は
、
週

４
日
、
火
曜
か
ら
金
曜
日
に
、
西
馬
込
の

Ｊ
Ａ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
店
前
に
置
い
て
売
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

お
二
人
と
も
、
現
在
、
市
場
に
出
す
ほ

ど
作
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
自
宅
で
消
費

し
き
れ
な
い
分
を
、Ｊ
Ａ
の
店
頭
に
出
し

て
い
ま
す
。「
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
今
後
も
身
体
の
動
く
間
は

も
う
し
ば
ら
く
野
菜
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

運
が
良
け
れ
ば
、
店
頭
で
馬
込
特
産
の

「
半
白
胡
瓜
」や「
三
寸
人
参
」に
も
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
特
殊
詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

令
和
６
年
10
月
19
日
に
南
馬
込
五
丁
目

　
今
も
続
く
馬
込
の
農
業

ー
馬
込
で
育
て
た
作
物
と
支
え
る
人
々
ー


